
EC サイトへの不正アクセスやフィッシングなどによるカード
情報の流出事件が後を絶たない。日本クレジット協会による
と、2022 年に発生したクレジットカード不正利用の被害額
は過去最悪の 436 億 7,000 万円に上る。
こうした中、カード情報の国際セキュリティ基準である

「PCI DSS（Payment Card Industry Data Security 
Standard）」の最新版である「Version4.0」が 2022 年
3 月 31 日に発表された。
本書はもともと 2011 年に「PCI DSS Version2.0 徹底
解説」として刊行され、その後「Version3.2」版を経て、
今回「Version4.0」版として全面改訂を行ったものである。
元来、PCI DSS の各要件は ISO 規格などと比較して具体的
に書かれているが、原書（英語版）の翻訳という点も相まっ
て解釈の余地が残されており、準拠に当たっては判断に迷う
部分も少なくない。本書では、可能な限り読者の疑問を残さ
ないことを目的に、より具体的かつ詳細に各要件を解説。PCI 
DSS の準拠を目指す事業者には、必読の一冊となっている。

PCI DSS 準拠を目指す事業者必読の一冊！

PCI DSS 
Version4.0 徹底解説
〜QSAが指南する
完全準拠のポイントとノウハウ〜

待望の
新版刊行！！
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